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研究成果の概要（和文）：現在、医療施設での出産が99％を占め、「病院やクリニックで産む」のが当たり前と
なっている。生殖医療の進んだ現在、医療施設でどのように妊娠、出産が行われているのかを明らかにするた
め、病院での参与観察と、妊産婦とその家族にインタビューを行った。流産、死産、新生児死などの「思いがけ
ないお産」、中絶、コロナ禍での妊娠、出産なども含み、合計99人（延べ120件）にインタビューを行った。研
究成果を基に、産科医や看護師、助産師などの医療従事者に向けてワークショップを開催し、医療従事者と、出
産のために受診した女性やその家族とは充分なコミュニケーションがとれているのかについて発表し、多くの有
益なコメントを得た。

研究成果の概要（英文）：Today, 99% of births in Japan take place in medical facilities and "giving 
birth in a hospital or clinic" is the norm. In order to clarify how pregnancy and childbirth are 
conducted at medical facilities in today's advanced reproductive medicine, we conducted a series of 
observations at hospitals and interviews with expectant mothers and their families. A total of 99 
women and their families were interviewed, for a total of 120 interviews, which included "unexpected
 births" such as miscarriages, stillbirths, and neonatal deaths, pregnancies and childbirth during 
the COVID-19 pandemic, as well as abortions. Based on the research findings, we conducted a workshop
 for obstetricians, nurses, midwives, and other healthcare professionals, where we presented and 
received many useful comments on whether there is sufficient communication between healthcare 
professionals and the women and their families who have visited the hospital for childbirth.

研究分野： 文化人類学

キーワード： 妊娠　出産　産科医療　流産・死産　エスノグラフィー　ナラティブ　思いがけないお産　口唇裂・口
蓋裂

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義は、「病院やクリニックで産む」のが当たり前となった現在、これらの医療施設での妊
娠、出産、中絶や流産、死産、新生児死といった「思いがけないお産」などの現状がなかなか把握できない中
で、その一端を伝えることができた点にある。それに基づき、出産を「分娩」という医療施設の中での一つの出
来事として捉えるのではなく、女性のライフサイクル全体を視野に含めて捉えることの重要性を指摘した。
　また研究成果の社会的意義は、リプロダクティブ・ヘルス・ライツが確立され、出産するのかしないのか、す
るとしたらいつどのようにするのか、女性たちは自ら決定できることを、改めて問い直す契機を提供できた点に
ある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
現在、医療施設での出産が 99％を占め、「病院やクリニックで産む」のが当たり前となってい

る。そのような中で、産科医や看護師、助産師などの医療従事者と、産む女性やその家族とは、
充分なコミュニケーションがとれているのだろうか。また妊娠中の出生前診断が広まっていく
中で、いのちの選別が行われるような事態も起こり得るが、これを生命倫理の問題として社会全
体で捉えようとする動きは希薄である。さらにリプロダクティブ・ヘルス・ライツが確立され、
出産するのかしないのか、するとしたらいつどのようにするのか、女性たちは自ら決定できるよ
うになったにもかかわらず、日本の政府や社会は、出生率の低下を理由に女性に産むことを期待
し、そのことは女性に対する一種の抑圧となっている。また現在の妊娠・出産・産後は医療施設
における短期間のイベントとみなされ、女性の一生におけるライフサイクルの一環であるとい
う捉え方はなされにくい。女性が、生みたい時に生みたい場所で生めるという状況にほど遠い日
本の現状を、「出産の危機状況」と捉え、これを医療、女性の身体、子供の命の視点を取り入れ、
フィールドワークによって解明しようと考えた。これが研究開始当初の背景である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、現代日本における妊娠・出産・産後のおかれた状況を「危機状況」と捉え、

医療、女性の身体、子供の命といったさまざまな切り口から、産科医療の現場において、文化人
類学的な手法を用いたエスノグラフィーの作成を行う。それをもとに、妊娠・出産・産後の「危
機状況」を変えていくために何ができるかを討論し、それを社会に対して情報発信するという社
会貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 
 いくつかの医療機関で参与観察とインタビューを含むフィールドワークを実施し、その成果
をもとに、病院での妊娠、出産、産後にかけてのエスノグラフィーを作成する。 
インタビュー内容については、医療者と患者間のコミュニケーションの在り方について考察

を行うために、あらかじめ質問項目を決めておく。インタビューは、倫理申請を経た各医療機関
において、病院外来で参与観察をしながら、産科医の診察に立ち会い、診察後に妊産婦の同意の
もとで行う。また、研究代表者、研究分担者が定期的にオンラインで話し合いの場をもち、患者
が特定されない範囲において、情報交換および現状把握にむけてのディスカッションを行う。 
インタビューは、おもに大阪大学医学部附属病院 産科外来および胎児診断治療センター、大

阪大学歯学部付属病院にて行った。 
 
４．研究成果 
2019 年 5 月に調査を開始し、インタビュー人数は、大阪大学医学部付属病院と大阪大学歯学

部付属病院あわせて 99 人、延べインタビュー件数は 120 件となった。以下、研究の経過と成果
を年度ごとに示し、最後に研究全体の成果を示す。 
(1) 2019 年度 本研究の基礎的なフィールドワークとして、安井、中本、松岡は、大阪大学医
学部附属病院の産科外来および胎児診断治療センターにて外来診療に同席し、妊産婦およびそ
の家族 52 名から同意書を取得した上で、51 名にインタビューを行い、あわせて参与観察を実施
した。また澤野は、これまで別の医療機関において継続してきたがん治療後の妊娠・出産に関す
る困難についてのインタビューを行った。倉田は、東京医科大学にても同様の調査ができるよう、
倫理申請を行った。 
また流産や死産、新生児死にどのように対応すればよいのかを学ぶため、東北大学大学院文学

研究科実践宗教学寄附講座にて臨床宗教師を招き、出産におけるグリーフケアのワークショッ
プを開催した。また仙台医療センターを見学し、グリーフケアの取り組みを学び、情報交換を行
った。松岡は、海外の出産に関する現状を踏まえて日本と比較し、女性にとって質の高いケア、
患者と医者のコミュニケーションのあり方という視点から分析を行った。 
これらを踏まえて、本研究の趣旨とこれまでの研究をより多くの人に知ってもらうため、日本

民俗学会および京都民俗学会の合同談話会（2019 年 12 月 14 日）にて、「思いがけないお産の民
俗」と題したシンポジウムを企画し、科研代表者および分担者の 7名が発表した。発表とコメン
トは『日本民俗学』303 号 (2020 年) に「小特集・思いがけないお産の民俗」として掲載され、
科研の研究の早い段階で趣旨や目的、展望を日本民俗学会を通して広く公表することができた。 
(2) 2020 年度 引き続き安井、中本、松岡は、大阪大学医学部附属病院の産科外来および胎児
診断治療センターにて、伏見は、大阪大学歯学部附属病院にて口唇裂・口蓋裂の子どもを産み育
てる女性やその家族にインタビューを行い、参与観察を実施した。安井は、分担者である産科医
の木村、遠藤に現在日本の産科医療の現状と今後についてヒアリングを行った。またコロナ禍に
おいて対面での研究会開催が困難となったため、数回の web 会議を行い、成果を報告するととも
に今後の方向性について議論した。研究協力者の波平恵美子は大阪大学医学部附属病院胎児診
断治療センターにて「妊娠、出産、子育てが意味するものとその変遷―文化人類学の視点から」
と題する講演を行った。 



COVID-19 の感染拡大状況下において、感染に気を付けながら院内でのインタビューを実施す
るとともに、代替となる調査の実施を検討した。澤野は、若年がん経験者の女性を対象に妊娠・
出産に関わる困難についてのインタビューを、オンライン形式にて 9名に実施した。木村は、一
般の妊婦の多くが、妊娠・出産を幸せな“自然なイベント”と捉えがちであるが、エヴィデンス
による現状を示し、感覚の差を埋めるための妊娠・出産に関する情報を発信した。 
松岡は、母乳に焦点を当て、出産後の母親が病院でどのような母乳指導を受けているのか、ま

た出産を経た女性たちがどういう困難を経験しているのか、インタビューを行った。日本では、
女性が母乳か人工乳かを選択すればよいと言われているが、現実には多くの女性が母乳が出る
なら母乳で育てたいと考えている点、またそれを受けて、このような女性の希望と、現実の出産
施設における授乳への対応について明らかにする必要性を指摘した。 
(3) 2021 年度 コロナ禍のため、医療機関での調査方法を制限せざるを得なかったが、そのよう
な現状を踏まえ、コロナ禍の出産について学会誌にて研究成果を発表した。安井・中本・伏見は、
コロナ禍の病院の対応から、妊産婦が一人で受診して医師の説明を聞かなければならないスト
レスなどを明らかにした（安井・中本・伏見「コロナ禍のお産―妊産婦と家族にとっての「思い
がけないお産」」『日本民俗学』2021)。木村は、日本産科婦人科学会会員に対してコロナ禍の調
査を行い、妊婦も産婦人科医師も共に流行地においては非流行地に比べて心的ストレスが大き
いことなどを示した（Umazume et al. JOGR 2021 “The physical and mental burden on 
obstetricians and gynecologists during the COVID-19 pandemic: A September 2020 
questionnaire study”）。遠藤は、外来診察に立ち会っていない調査者でも、外来診察後にオン
ラインでインタビューできるコロナ禍での調査方法を整えた。松岡は、出産場所として法的に認
められている助産所や自宅での出産が危機にさらされている事例を検討し、その背後にある助
産所の開業をめぐる法制度を調べ、問題の要因と解決への道筋を検討した。倉田はオンラインを
用いて看護師・助産師への聞き取りを開始し、授乳のトラブルなど産後の「思いがけない」事態
に対して、産後サポートに特化した助産所などが増えている現状を明らかにした。澤野はアメリ
カのオクラホマ大学にて研究活動に従事し、若年がん患者や乳がんに特化した学会の研究大会
に参加し、あわせて乳がん患者の妊娠・出産に関する研究の準備段階となる情報収集を行った。
伏見は大阪大学歯学部附属病院、口唇裂・口蓋裂のある子どもを産み育てる女性の経験について、
引き続きインタビューを行った。 
(4) 2022 年度 コロナ禍から少し感染が落ち着いたため、上記の調査を継続した。データをま
とめる方法およびエスノグラフィーの作成についての議論も併せて行った。 
(5) 2023 年度 コロナ禍により本研究の終了を一年延期し、繰越金を利用しながら研究成果を
まとめた。そして、2024 年 3 月 22 日に大阪大学医学部附属病院（周産期カンファレンスルーム）
にて、「周産期医療の現場における医療者と妊産婦、その家族とのコミュニケーションに関する
調査報告会」を開催し、協力いただいた医療従事者の方々に向けて本科研の成果報告を行い、そ
の後ディスカッションを行った。今回は医療者に向けて「医療者と妊産婦・その家族は、きちん
とコミュニケーションがとれているのか？」というテーマに特化して、科研代表者・分担者全員
が登壇し発表した。これらの成果については学会誌にて報告を準備しているため、以下、プログ
ラムのみを示しておく（肩書は当時のもの）。 
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松岡悦子

松岡悦子

松岡悦子

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第9回家族社会学会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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第908回日本民俗学会談話会・第321回京都民俗学会談話会「思いがけないお産の民俗」

第908回日本民俗学会談話会・第321回京都民俗学会談話会「思いがけないお産の民俗」

遺伝カウンセリング学会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

遠藤誠之

米井歩、佐藤友紀、遠藤誠之、管生聖子、金井講治、中本剛二、安井眞奈美、高橋正紀、酒井規夫、望月秀樹

中本剛二

伏見裕子

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

産科医療における”思いがけない”お産

多職種連携型グリーフケアへの試み―出生前診断のグリーフケアー認定遺伝カウンセラーができること

不育症という経験

口唇裂・口蓋裂の民俗

 １．発表者名

 １．発表者名



〔図書〕　計9件

2024年

2022年

2021年

2019年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

Routledge

60

276

63

444

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

安井眞奈美

安井眞奈美

安井眞奈美、ローレンス・マルソー、伊藤謙（編著）

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

国際日本文化研究センター

”Changing Folk Cultures of Pregnancy and Childbirth" in Jennifer Coates, Lucy Fraser, Mark
Pendleton (eds.)The Routledge Companion to Gender and Japanese. （pp.135-145）

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ４．発行年

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

「浮世絵にみる妊産婦と胎児の身体イメージ」展図録 Maternal Health and Images of the Body in
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